
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１内側導体に接続される第１固定接点
　 と直交する第２内側導体に接続される第２固定接点
　固定アース接点
　 位置で 接続し，第２の位置で

接続する可動接点
　を備えた金属ケース入りガス絶縁高圧スイッチ スイッチ ，
　

　

　前記可動接点（４３，６１） 押込み接触構造で 前記第１内側導体及び第２
内側導体に対して角度（α）をなし ハウジング（４４）

ガイドされており，
　 及びアース接点の中心軸並びに可動接点（
４３，６１）の動き方向の中心軸 一直線上にあることを特徴とする スイッ
チ。
【請求項２】
　 は，ギア・トレイン（４９，５０）により駆動されるようになっ

10

20

JP 3844565 B2 2006.11.15

と，
第１内側導体 と，

と，
第１の 第２固定接点を第１固定接点に 第２固定接点を固定

アース接点に と，
のための絶縁アース において

第１固定接点（３９），第２固定接点（４４），固定アース接点（５１）及び可動接点
（４３）は，共通の一つのハウジング（１７）の中に収容され，

第２固定接点（４４）は，可動接点（４３）を収容する接点ハウジングにより構成され
，

は， あって，
て動くように，前記接点 でリニア

に
前記第１固定接点及び第２固定接点の中心軸

は， 絶縁アース

前記可動接点（４３）



ており，そのピニオン（４９）は接点ハウジング（ ）内に収容されて， （４
３）上で，ラック・ロッド部（５０）に噛合するようになっていることを特徴とする請求
項１に記載の スイッチ。
【請求項３】
　前記可動接点（６１）は，ケース（１７）の外に配置された駆動装置により回転させら
れるねじ軸（６４）により動かされるようになっていることを特徴とする請求項１に記載
の スイッチ。
【請求項４】
　前記可動接点（６１）は中空であり，その内側にねじ軸（６４）が噛合する内ねじを備
えた駆動部材（６３）を有しており，この場合，可動接点（６１）は，前記ねじ軸（６４
）が捩じられたときに，捩じられないようになっていることを特徴とする請求項３に記載
の スイッチ。
【請求項５】
　金属ケース（１７）に開口（６９）が開けられ，この開口（６９）内に円筒部（７１）
が保持され，その外側ベース（７２）を駆動軸（６６）が通って，絶縁ボルト（６５）を
介して前記ねじ軸（６４）に接続されており，この場合，円筒部はアース接点に固定され
ていることを特徴とする請求項３に記載の スイッチ。
【請求項６】
　前記固定接点（３９）及びアース接点（５１，７３）は，その中に前記可動接点（４３
，６１）が挿入される円筒壁（４１，５３，７３）を有していることを特徴とする

に記載の スイッチ。
【請求項７】
　前記可動接点（４３，６１），固定接点（３９），接点ハウジング（４４）及びアース
接点（７３）の間の導電接続は，接点及び接点ハウジング内に配置された接続コイルばね
手段（４２，４７，４８，５４）によって形成されていることを特徴とする

に記載の スイッチ。
【請求項８】
　２つのコイルばね接点が， 配置されていることを特徴とする請求項
７に記載の スイッチ。
【請求項９】
　前記接点ハウジング（４４） 支持部（４５）上に配置され，後者と共にＴ形をなし
て
　 Ｔ形の 前記支持部（４５）に対して角度（α
）をなしていることを特徴とする に記載の スイッ
チ。
【請求項１０】
　前記接点ハウジング（４４）に割り当てられたコイルばね接点（４７，４８）は，接点
ハウジングの自由端に配置されていることを特徴とする請求項９に記載の スイ
ッチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、請求項１の前提部分に記載の金属ケース入りガス絶縁高圧スイッチに関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
アースも行うことができる絶縁スイッチは広く知られている。
【０００３】
多くは、回動でき、絶縁位置及びアース位置にピボットされる絶縁ブレードを有している
。
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４４ 可動接点

絶縁アース

絶縁アース

絶縁アース

絶縁アース

請求項
１から５の何れか１項 絶縁アース

請求項１から
６の何れか１項 絶縁アース

各接点上にそれぞれ
絶縁アース

は，
おり，
この 横方向の線を構成するクロスバーは，

請求項１から８の何れか１項 絶縁アース

絶縁アース



【０００４】
絶縁スイッチでは、断・接のために、可動接点の押込み動きが用いられており、また、ア
ースが行われるアースブレード状のアース接点を有している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、冒頭に記載の絶縁／アーススイッチで、構造の簡単なスイッチを提供す
ることである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の目的は、請求項１の特徴部分に記載の構成により達成される。
【０００７】
本発明によれば、可動接点は押込み接触構造で，その動きパスは第１及び第２内側導体に
対して角度をなしており，また第２接点を形成する接触ハウジング内をリニヤに動けるよ
うにガイドされており，この場合，２つの固定接点及びアース接点の中心軸並びに可動接
点の動き方向の中心軸は一直線上にある。
【０００８】
本発明の第１の例では、押込み可動接点は，ギア・トレインにより駆動されるようになっ
ており，そのピニオンは接点ハウジング内に収容されて，押込み接点上で，ラック・ロッ
ド部に噛合するようになっている。
【０００９】
第２の例では、可動接点は，ケースの外に配置された駆動装置により回転させられるねじ
軸により動かされるようになっている。
【００１０】
この場合、可動接点は中空であり，その内側にねじ軸が噛合する内ねじを備えた駆動部材
を有している。この場合，可動接点は，ねじ軸が捩じられたときに，捩じられないように
なっている。
【００１１】
本発明の展開では、金属ケースに開口が開けられ，この開口内に円筒部が保持され、その
外側ベースを駆動軸が通って，絶縁ボルトを介してねじ軸に接続されており，この場合，
円筒部はアース接点に固定されている。
【００１２】
固定接点及びアース接点は，好ましくは、その中に可動接点が挿入される円筒壁を有して
いる。
【００１３】
可動接点，固定接点，接点ハウジング及びアース接点の間の導電接続は，接点及び接点ハ
ウジング内に配置された接続コイルばね手段によって形成されている。
【００１４】
２つのコイルばね接点が，それぞれの場合に，各接点上に都合よく配置されている。
【００１５】
特に好都合な改良では、接点ハウジングは支持部上に配置され，後者と共にＴ形をなして
おり，Ｔ形の横交差ウエブは前記支持部に対して角度をなしている。そして、接点ハウジ
ングに割り当てられたコイルばね接点は，接点ハウジングの自由端に配置されている。
【００１６】
本発明の更なる改良及び効果等が、本発明の２つの例を示す添付図面を参照して、以下に
詳細に説明される。
【００１７】
【発明の実施の形態】
２つの絶縁／アーススイッチにおける同じ部材には同じ参照符号が付せられている。
【００１８】
　高圧スイッチ機構の部分として第１ケーブル接続１０及び金属ケース１３を有している
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。この第１ケーブル接続１０は、幾つかの相接続または相の数に対応した内側導体１１，
１２を有している。また、金属ケース１３は、端フランジ１４を有しており、その上に仕
切り絶縁物１５が取付けられている。この仕切り絶縁物１５は同時に、相または
１１，１２が貫通するのに用いられる。
【００１９】
以下に詳細に説明するように、この仕切り絶縁物は、Ｔ形のハウシング１７を有する絶縁
／アーススイッチ１６に接している。
【００２０】
横交差バー１８の一端には、前記フランジ１４に対応するフランジ１９があり、ねじユニ
オンを介してフランジ１４及び絶縁物１５に接続されている。
【００２１】
　横交差バー１８の他端には、フランジ２１があり、これに絶縁物 絶縁物
２２が接続されている。
【００２２】
この絶縁物２２は、金属ケース１３に対応する金属ケース２４上のフランジ２３に接して
おり、また相導体１１及び１２に対応する相導体２５及び２６を囲んでいる。そして、相
導体１１、２５；１２及び２６は、金属ケースの中心軸と同様に、互いに一列に並んでい
る。
【００２３】
Ｔ形ウエブ２７は、横交差バー１８に対して直角をなしており、また、ハウシング１７の
自由端はフランジ２８を有しており、これに、ケーブル接続１０に直交する金属ケース３
０のフランジ２９が接続されている。この金属ケース３０は、相導体１１，１２；２５，
２６に直交する、相導体３１，及び３２を囲んでいる。
【００２４】
相導体１１，２５；１２，２６は、接続導体３３に電気的に接続されている。この接続導
体３３は、内側導体１１，１２にそれぞれ接続部材３４，３５を介して接続され、また内
側導体２５，２６に接続部材３６，３７を介して接続されている。
【００２５】
支持部材３８が接続導体３３に、直角に接続されており、その自由端には固定接点３９が
取付けられている。この固定接点３９は、ポット状をなしており、ベース４０及びその内
面に接続コイルばね４２が取付けられる側壁４１を有している。
【００２６】
図１に示す位置では、可動接点４３が接点３９に係合し、支持部４５上に支持された接点
ハウシング４４内を動けるように、保持されている。そして、支持部４５と共にＴ形をな
しており、Ｔ形の横交差ウエブは支持部４５の中心軸に対している。従って、接点３９は
、側壁４１の中心軸が、接点４３の移動方向と一致するように、一致しており、その中心
軸は支持部４５に対して角度αをなしている。
【００２７】
ハウシング４４を通るホール４６の内面上には、接続コイルばね４２に対応する、一対の
接続コイルばね４７及び４８が、両端領域に挿入されている。そして、この場合、可動接
点はコイル接点ばね４２、接続コイルばね４７及び接続コイルばね４８と電気的に導通接
続される。
【００２８】
歯付きラック・ロッドまたは軸４９は、接続ボルトとして構成された可動接点上の歯付き
ロッド部５０と共に、接点ハウシング４４内に、支持部４５に直交し、また接続導体３３
により規定される面に平行して、取付けられている。
【００２９】
アース接点５１は、ハウシング１７のウエブの内面に支持部５２を介して、可動接点４３
の移動方向の中心軸に、一致するように取付けられている。このアース接点５１は、接点
３９と同様に、その内面に接続コイルばねが取付けられる円筒壁５３を有している。
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内側導体

１５に対応する



【００３０】
ハウシング１７の内部５５には、金属ケース１３，２４及び３０の内部と同様に、絶縁ガ
ス、好ましくはとＳＦ 6  ガスが充填されている。
【００３１】
　支持部４５には、接続部材３４，３５；３６，３７に対応する、接続部材５６，５７が
接続されており、これら接続部材５６，５７は、支持部４５を ３１，３２に接続
する役目をする。
【００３２】
図１は、接続された状態にある絶縁／アーススイッチを示している。これでは、接点ハウ
シング４４は、可動接点４３を介して、接点３９に電気的に導通している。電流は、相導
体１１，２５；１２，２６から、閉じられた絶縁スイッチを介して、相導体３１，３２に
流れる。
【００３３】
歯付きラック軸４９を捩じることにより、可動接点４３は接点ハウシング４４内に引込ま
れ、可動接点４３全体がホール４６内に入る。この場合、接点４３の長さは、接点ハウシ
ング４４の長さに一致している。
【００３４】
　図２は、絶縁／アーススイッチで、絶縁スイッチがオフ、アーススイッチが の状態
を示している。
【００３５】
歯付きラック軸４９が更に捩じられると、可動接点４３は接点ハウシング４４から出て、
アース接点５１内に入る（図３参照），従って、絶縁スイッチが断となり、アーススイッ
チが接続される。
【００３６】
絶縁物１５，２２に対応する絶縁物６０が、フランジ２８と２９の間に挿入されている。
【００３７】
次に、図４を参照して説明する。
【００３８】
殆どの部材は、図１における構成の部材と同じであり、同じ参照符号が使用されている。
【００３９】
絶縁／アーススイッチは、内側にホール６２を有する可動接点６１により形成されている
。ホール６２の中には、内ねじを有する固定部材６３が、可動接点６１の両端間の中心に
位置して取付けられている。
【００４０】
ねじ付き軸６４が、この内ねじ内に装入され、絶縁ロッド６５を介装して、駆動軸６６に
しっかり接続されている。この駆動軸６６は、ガスタイト・ブッシュ６７を通り、この場
合はウオーム駆動６８である駆動部が設けられて、駆動軸６６を回転駆動するようになっ
ている。
【００４１】
Ｔウエブ２７内で、ハウシング１７は、フランジ７０により閉じられる開口６９を有して
おり、この開口６９には、円筒部７１が接続されている。この円筒部７１は、ロータリブ
ッシュ６７が取付けられたポットベース７２により閉じられるようになっている。
【００４２】
円筒部７１は、ハウシング１７内に突出しており、その自由端に、接続コイルばね５４が
取付けられる、拡大領域７３を有している。
【００４３】
こうして、拡大領域７３はアース接点として用いられ、またフランジを介してハウシング
１７に導電接続がなされる。
【００４４】
図４は、絶縁スイッチがオンの位置を示しており、可動接点６１は円筒部４１の内側に係
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内側導体

オフ



合し、その中に設けられたコイル接続ばねに導電接続される。
【００４５】
アーススイッチがオンの位置では、可動接点６１は、接点ハウシング４４の接続コイルば
ね４７に接続される。
【００４６】
また、接点ハウシング４４は、半径方向開口８０を有しており、この開口８０内にガイド
ブロック８１が取付けられており、このブロック８１は可動接点６１の外面上の長手溝８
２に係合している。こうして、駆動軸６６及びねじ軸６４が回転されたときに、可動接点
６１が回動されることを防止する。
【００４７】
図４は、絶縁スイッチがオンの位置を示している。
【００４８】
駆動軸６６及びねじ軸６４を捩じることにより、可動接点６１は、内ねじ部材６３を介し
て、接点ハウシング４４の中に動かされる。こうして、図５に示す位置になり、絶縁スイ
ッチがオフ、またアーススイッチもオフとなる。
【００４９】
ねじ軸６４が更に捩じられると、可動接点６１は接点ハウシング４４から出て拡大領域７
４の内側に係合する。この結果、絶縁スイッチがオフ、また、アーススイッチがオンの位
置になる。
【００５０】
最後に、繰返して説明すると、円筒壁４１の中心軸、接点ハウシング４４内のホール４６
の中心軸、拡大領域７３の中心軸並びに円筒部７１の中心軸は相互に一列に並んでいる。
これらは、支持部４５の中心軸に対して角度αで配置されている。この角度は、図１～４
に示す例では約６０°になっている。
【００５１】
接続コイルねじは、公知の構成であり、対応する接点内の溝内に配置されている。図１～
４に示す配置では、これらは、それぞれ一対の接続コイルばねになっている。
【００５２】
歯付きラック軸４９は、図１に示す例では、更に、外部から駆動される、絶縁軸に接続さ
れている。
【００５３】
可動接点は、図１及び図４の両者で、絶縁スイッチがオン位置に、またはアーススイッチ
がオン位置になるように、長手方向軸上での移動がなされる構成になっている。
【００５４】
これは、絶縁スイッチがオンに、またはアーススイッチがオンになる、誤ったスイッチ操
作を不可能にするためである。
【００５５】
接点ハウジング４４の両端に設けた接続コイルばねは可動接点の長さを短くするためであ
り，これは３極金属ケース入り絶縁／アーススイッチをコンパクトな構造を可能にしてい
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】絶縁／アーススイッチの第１の例の断面図で，絶縁スイッチがオン，アーススイ
ッチがオフの状態を示している。
【図２】図１に示す構成で，絶縁スイッチがオフ，アーススイッチがオフの状態を示して
いる。
【図３】図１及び２に示す構成で，可動接点が第３の位置にあり，絶縁スイッチがオフ，
アーススイッチがオンの状態を示している。
【図４】絶縁／アーススイッチ第２の例の断面図で，絶縁スイッチがオン，アーススイッ
チがオフの状態を示している。
【図５】図４に示す構成で，絶縁スイッチがオフ，アーススイッチがオフの状態を示して
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いる。
【図６】図４及び５に示す構成で，可動接点が第３の位置にあり，絶縁スイッチがオフ，
アーススイッチがオンの状態を示している。
【符号の説明】
１１，１２…内側導体，３１，３２…内側導体，３９…固定接点，４３…可動接点，４４
…接点ハウジング（固定接点），５１…アース接点。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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